
訓練内容を参加する住民が事前に学び、自ら伝える！ 
～鷲宮第２４区自主防災会（久喜市）～ 

○創設：平成２０年   ○世帯数：３３１世帯 
○特徴：避難行動要支援者を毎年確認、訓練への参加         

１ 訓練では住民が主導で避難誘導、救出・救護訓練を実施 
    消防署から事前に指導方法を学び、住民から住民への訓練指導を行うことで防災意識が 
    高まっている。  
   
２ 避難行動要支援者を毎年確認し、関係団体と情報を共有 
    毎年、避難行動要支援者台帳の更新を実施。該当者の台帳や居住マップを作成し、 
   情報提供の承諾を頂いた上で、地域の支援者、消防・警察、民生委員、久喜市と情報共有している。 
 
３ 自主防災かわら版により情報共有 
   全世帯を対象に実施した防災アンケート結果や防災訓練の様子を写真やイラスト入りの 
   防災かわら版（年５回）で加入世帯に周知している。     

 自治会班長が、翌年、自主防災組織の班長・ブロック長になる仕組みとしたので、班長・ブロック長は自治
会行事を通じて各世帯の状況が分かっている。そのため訓練や避難行動要支援者の確認を実施しやすい。 
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